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新たな（深い）発見〈再確認〉－アップグレード(Ⅱサムエル記7:18-29)
　朝晩、ころころ気持ちが変わる人がいます。つまり、その人は心の軸がしっかりしていないということでしょう。反対に、ものすごく頑固な人もいます。一度自分の思いや意見があると変えることがないという人は、自分が今持っている知識こそすべてだというような勘違いの中にいるのかもしれません。どっちにしても健康な勝利ある人生は期待できません。なぜかと言いますと、人生は成長してアップグレードしていかないといけないのに、ころころ変わる人も頑固な人でもアップグレードにならないわけです。その結果、健康な勝利ある人生を送るのは難しいということでしょう。もし信者がそのような状態であれば、信者も十分神の答えに預かるべきはずの人間なのに、なかなか神の答えを見ることがないまま勝利が得られないとなるでしょう。なぜかと言うと、信者はころころ変わったり、あるいは頑固である場合に、神から与えられるみことばによって疎通することが詰まってしまうようになるからです。結局、信者は神から新しいいのちが与えられ、みことばの疎通によって成長していき、またアップグレードしていくものなのに、なかなかその祝福を味わうことができなくなります。ということでイエス様も山上垂訓の方で「柔和な者は幸いです」とおっしゃいました。柔和な者は優しい人間という意味ではありません。神のみことばによってコントロールされる人間、神のみことばが拒まれることなくスイスイ入って、そのみことばによって動かされる者、それが柔和な者なのです。頑固な人、ころころ変わる人は、そこがなかなか難しくなってしまうのではないでしょうか。
　今日の聖書を見ますと、先週も申し上げましたように、ナタンという預言者を通して、ダビデに神様のみことばが与えられました。神殿建築という秘密、その奥義が解き明かされることになったわけです。その神殿建築というのは、分かりやすく申し上げると、キリストの奥義であり、救いのことであり、また伝道、宣教のことを意味します。その神のみことばを神殿建築というタイトルを通していただくことになりました。その神のみことばがダビデの心に入って伝わったときに、ダビデは新たな発見をするようになり、また再確認とも言えるかもしれません。そのことによって今までも良い信仰者でしたが、そこから一段アップグレードしている様子が今日の聖書を通して見られるわけです。それでダビデは神殿建築、つまり、神のみことばを聞いて、新たな目が開かれることによって感激にあふれ、神様に今までとはまた一段と違う祈りを捧げるようになったというのが今日の長老さんを通して読んでいただきました聖書の内容です。ダビデは、頑固な者ではなく、ころころ変わる者でもありません。いつでも神のみことばの前に立って、そのみことばに耳を傾けて、みことばによって導かれることを願い、そういう従順な人間でした。ですから、自分の思いがあったのにも関わらず、それがすぐに修正されてみことばに動かされるようになったわけです。そこに必ず新しい発見、新たな発見、アップグレードして一歩前に進むことができる祝福を体験するようになるわけです。

　ダビデは、みことばを通して、みことばの疎通によってどのような新たな発見、また深い悟りが与えられていたのでしょうか。ダビデは、神殿建築、つまり、キリスト、救い、伝道、宣教というみことばを通して、ダビデが自分で告白しているように、神のような方はこの世にいらっしゃいませんということを悟りました。それに目が開かれていたわけです。22節「それゆえ、神、主よ。あなたは大いなる方です。私たちの耳にはいるすべてについて、あなたのような方はほかになく、あなたのほかに神はありません」ということを今まで分かっていたにもかかわらず新たな発見であり、また、より深い確認のような祝福を味わうようになりました。なぜなのでしょうか。神様は、イスラエルの民を祝福される神様だと、それはもちろん言うまでもありません。しかし、神殿建築のメッセージを通して、神様は罪人を救われるお方であるということに気づくようになったわけです。人間が作り出した神々、それは本物の神ではありません。それは結局、人間の手によって作られたものなので、その水準が人間のようなものなのです。人間の欲望の中に、人間の理解のキャパシティの中に収められるような存在です。人間の水準というものは結局、因果応報の法則です。ですから、世の中の神々、人が作り出した偶像や宗教で語っているものはギブアンドテイクなのです。いつもそういうレベルです。形が少し異なるだけであって、また、程度の差はあるかもしれませんが、そういうものなのです。そこに滅びるしかない罪人を愛して、その罪人を救われるという概念、法則は考えられないし、信じられないし、存在しません。それなのに神殿建築のメッセージを聞いたダビデは、神様は滅びるしかない、滅びて当然な罪人を愛をもって救われる、不思議で、不思議でしょうがない神様なのだという発見ができて、それが再確認されることによって、より深められることになりました。
人間がどのような存在なのか、皆さんご存知でしょうか。私たちが理解しているそれ以上、はるかにひどい存在です。ローマ1：23、人間というのは「不滅の神の御栄えを、滅ぶべき人間や、鳥、獣、はうもののかたちに似た物」と代えてしまう、そういうものなのです。そのような罪人を神様は滅ぼして当然なのに、救われる神様なのです。私たちの頭で人間に通用される法則などによって説明できるのでしょうか。救いの奥義は、神殿の秘密は人間の頭の理解には収まらないので理解できません。2部の礼拝でも申し上げるつもりですが、神様の不思議な恵みによって悟りが与えられ、信じるようになるものであって、理解に当てはめるために説明することは不可能なことです。神は罪人を救われる方、このような神はほかにはありません。ローマ1：28-31、「また、彼らが神を知ろうとしたがらないので、神は彼らを良くない思いに引き渡され、そのため彼らは、してはならないことをするようになりました。彼らは、あらゆる不義と悪とむさぼりと悪意とに満ちた者、ねたみと殺意と争いと欺きと悪だくみとでいっぱいになった者、陰口を言う者、そしる者、神を憎む者、人を人と思わぬ者、高ぶる者、大言壮語する者、悪事をたくらむ者、親に逆らう者、わきまえのない者、約束を破る者、情け知らずの者、慈愛のない者です」。これが人間なのです。このような人間をさばかれずに、人間と相談もせずに、一方的に救おうとしていらっしゃる神様なのです。ローマ3：11-18、「悟りのある人はいない。神を求める人はいない。すべての人が迷い出て、みな、ともに無益な者となった。善を行なう人はいない。ひとりもいない」。このような人間を救おうとしていらっしゃいます。これをエペソ2：1-3においては、「自分の罪過と罪との中に死んでいた者であって」、その結果、空中の権威を持つ支配者、悪魔、サタンに従い、世の流れに流されて、生まれながら神の御怒りを受けるしかないものとして生まれるとありますこのような人間なのに、滅びて当然な存在なのに、神様はそのような人を救われる方です。神様のような方はほかにはありません。ですから、パウロはローマの手紙において、ローマ3：10、それは、次のように書いてあるとおりです。「義人はいない。ひとりもいない」。23節、特別な人間がこうであるよと言っているわけではありません。「すべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができず」、人間には、神様に祝福されるようなものは1ミリたりともありません。滅びること以外には何もありません。可能性などはマイナスなのです。人間に期待すること自体が最初からの勘違いであり間違いなのです。このような人を神様は最初から、こうするとこうするよというようなギブアンドテイクを語ったわけではなく、女の子孫が生まれて、蛇の頭を踏み砕いて、ひとり子イエス・キリストを惜しまずに引き渡されることによって、そのイエス・キリストがかかとに噛みつかれ、十字架でこのような罪人の代わりに犠牲になることによって罪人を救われることを約束されました。それが実現されて、ヨハネ3：16、「神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに、世を愛された。それは御子を信じる者が、ひとりとして滅びることなく、永遠のいのちを持つためである」。本当は滅びて当然なのに。これを一言で説明したのがローマ5：8なのです。「私たちがまだ」罪人だったときに、神はイエス・キリストを十字架に引き渡されて、私たち罪人に対する、神様ご自身の愛を明らかにしておられます。みことばというのはキリストの奥義です。救いのお話なのです。神殿の奥義を通して、それに触れることによって、「なるほど。神は罪人救われる神なのだ」という目が開かれて、そして、ダビデは一段とアップグレードになり、霊的状態がより豊かになり、感謝と感激にあふれるようになり、神様にお祈りを捧げるようになったわけです。
　このような悟りが与えられ、新たな発見をすることによって、ダビデはキリスト、救い、伝道、宣教というみことばを理解することによって、それがその人の心に入ってくることによって、「自分は本当に祝福の人なのだね。自分の人生は祝福のものなのだね」ということを発見することになりました。まず、18-24節を見ると、自分の今までの人生を振り返って語っています。ダビデは、牧場の羊飼いをしながら、また一番末っ子として誰にも認められない、無視されていた存在でした。そのようなみじめな人間を王になるまで、ここまで神様は様々なことを通して導かれましたと、その過去のことを神様が取るに足りないものなのに、汚れて罪だらけのものなのに、神様はそのような私をゆるして、また祝福されたということが分かっていたわけです。もちろんそれも間違いありません。しかし、その目が開かれ、その過去があるのにも関わらず祝福されたではなくて、その汚い過去、つらい過去、汚れた過去そのものが契約のために、救いのために、キリストへと導かれるために神様が許されたことであり、神様の配慮だったという新たな発見があったわけです。ですから、そのような過去があるのにも関わらず、救われた、祝福されたにとどまらず、アップグレードになって、その辛い、悲しい、みじめなことが神様の配慮だったのだ、言葉を変えますと、もしそのような辛い過去、汚れた過去がなかったら、どうなったのだろうと考えてみてください。過去に対して後ろめたさや傷としてその人の心を振り回すようなことは一切存在しないわけです。それが新たな発見でした。
　それから、今その神の導きによって、今現在、イスラエルの王様なのです。ダビデは、「これは神様の祝福によって与えられたものなのだ。神様がこの者を祝福してイスラエルの王にしてくださったのだね。自分の頑張りではなくて、神様の祝福です」。それは分かっていました。それはもちろん良い信仰なのです。しかし、神殿の秘密、神様が罪人を救われる神様だという契約のメッセージを聞いた後に、新たな発見があったわけです。もちろん神様の祝福による王様になったということはもちろんでありますが、単なる祝福ではなくて、今現在自分がイスラエルの王様になっているのは契約の旅程なのだね。これから神様がなそうとしていらっしゃる神殿建築、たましいの救い、世界福音化のためのプロセスの
中で、神様の祝福によって許された王というものなのだねということに目が開かれていたわけです。私たちはただ日本人として生まれた、ただ今学校で勉強している、どこかの職場に行って仕事をしている、どこの街に住むようになった、そこで神様が祝福するとこうなるだろうというぐらい思うかもしれませんけれども、そこで新たな発見が必要です。神は罪人を救われる神様なのです。神殿建築のキリストの父なる神様なのです。だから、勉強がただの勉強ではなくて契約の旅程なのです。仕事もただの仕事ではありません。契約のために神様が許されたものです。それは人間が見たときに良いこと悪いことと評価してはいけません。試練の中にいても、たとえ病気にかかっていたとしても、大変な問題を抱えていても、今現在のそのすべてがただ悪い良いではなくて、契約の旅程なのです。単細胞的な評価、判断などは禁物です。ですから、今現在の現実に対して高慢になることも自慢することも落胆する必要などもありません。つまり、今現在が契約の旅程として、新たに発見できるようになりました。ですから、現在のことに対して執着する理由もないし、それに不満不平をつぶやく理由などもありません。死の影の谷を歩く今であっても契約の旅程なのです。それが新たな発見であり、アップグレードになる祝福でした。その契約のプロセスの中で神様は今現在を通して私たちをオンリーの人としていやしていらっしゃるし、なぜいやされるのかというと、今まで通りに頑張る人間ではなくて、味わう信仰者にするために私たちを整えていらっしゃいます。

　

　柳先生のメッセージを通して、よく耳にしているWith、Immanuel、Onenessを味わう人間になってもらうために、今現在があるわけです。それが私たちの基準、レベルから判断したときには、悪い、間違い、正しい、良い、うれしい、いろいろあるでしょうけれども、その評価は単細胞的なものなのです。それではアップグレードは無理なのです。ダビデは分かりました。王様の祝福が単なる王様ではなくて、契約の旅程なのだねと。現場にいるクリスチャンがそこで社員として、またいろいろな形で存在するでしょうけれども、それではなくて違う人としています。柳先生がリーダーのメッセージでもそのような話をされました。それがそういう意味なのです。同じ学生なのですが、ただの学生ではありません。その発見が神様は罪人を救われる不思議で、不思議で感激以外には何もない、賛美のほかには何もない、そういう神様なのだということが分かったときに見る目が変わります。これが新たな発見です。深い再確認です。当然、自分のこれからの未来は、ダビデがお祈りしていたように、私に語られたみことばが成就するための未来なのだということが発見できたわけです。未来はどうすればいいのか。あるいは、成功を目指して頑張るところではありません。未来は絶対目標、ダビデにとっては神殿建築でした。その絶対目標、今の私たちにとって神殿建築というのは、237国、そこに関わっているまだ伝道されていない種族、そこに宣教の門が開かれること、日本の47都道府県でまだ教会のない空いているところに教会を開拓すること、一千大学の前に大学のミッションホームが建てられ、そこを担当する大学長老が派遣されること、そのためにレムナントの働きが何より大事な働きであり、そのためにRUTC、いやしセンターや神学校が建てられること、これが神殿建築なのです。これが絶対契約であり、絶対目標なのです。これが神様のみことばから与えられたものなので、そのみことばがその通りに成就するようにとダビデは祈りました。「私の未来はその絶対目標、それが成就していくために用意されているものであり、その道を歩むものです」という発見なのです。だから、未来に対して不安に思ったり、心配する理由もないし、また欲に走る理由などもありません。それが新たな発見です。自分自身、自分の人生そのものがどれほど価値あるものなのかということに新たに目が開かれるようになった。これが新たなダビデの発見でした。
　ですから、皆さんもみことばで確認してください。みことばは何でしょうか。キリストを救い、伝道、宣教、それこそが神殿建築です。それをもって自分の人生を新たに照らしてみて確認してみてください。自分自身と自分の人生がどれほど尊く貴重なものなのかということを新たに発見して、深い感謝があることを祈りたいと思います。そうすると、皆さんの人生、信仰そのものはアップグレードされます。それこそが答えです。そして、そのときにやっと分かるでしょう。なぜイエス様が、何を食べるか、何を飲むか、何を着るかなど心配せずに、神の国と義を求めなさいとおっしゃったのかが理解できるようになります。そして、ピリピ4：6-7、何も心配せずに、あなたの願いを祈りをもって、主に感謝とともにお祈りしなさい。そうすると、神の平安が、あなたがたを守ってくれるだろうというメッセージの意味が理解できるようになります。心配する必要のないものです。世の中の人が求めること、それを一緒に求める理由のない尊い存在なのです。一回限りの人生、神のみことばによりますと、よその人と同じ人生をたどる存在ではなくて、貴重な理由ある人生、神の絶対目標のために導かれる人生、そういうものだったのです。それをぜひ確認して、ダビデのような感謝、ダビデのような祈りをしてみてください。皆さんの願いを祈るのではなくて、神のみことばの中から、いただいたみことばを祈るわけです。「神様。神の絶対目標、237に伝道、種族宣教、47都道府県、空いているところに教会開拓、一千大学にミッションホームと大学長老、レムナントの働き、RUTC、いやしのセンター、神学校、それをわたしを通して成し遂げてください。それから、私のすべてがこの絶対目標に方向を合わせるようにしてください。そうします」。これが祈りです。特にレムナントの皆さん、今から祈りを変えてください。「これは今から考えるとあまりにも遠い話ですよ」と思われるかもしれません。でも、その遠いと思っている今がそれとつながっているわけです。ですから惜しまずに、迷わずに、祈ってください。皆さんの人生は、237に伝道、種族の宣教と関わってつながっているのです。勉強もそうです。今いやだと思うこと、それもそれとつながっているのです。全部が。それがみことばというものなのです。だから、それをもって祈ってください。すべてがこれに方向を合わせるように。そして、その中で「自分でやるべきことは何なのでしょうか。教えて下さい」と祈る、それが祈りです。それから、ダビデは、その約束のために私と私の家を祝福して、いつまでも続くようにと言いました。別の言葉でいうと、先週もよく出てきた言葉ですが、堅く守られたと言われています。それが祈りです。いつまでも続くようにと。今の言葉でいうと、聖霊充満を与えてください。これが祈りです。「神様。おっしゃったとおり、そのみことばをその通りに成就させてください。私はそこに関わっていることを信じるので、感謝とともにすべてそこに合わせます。その中で自分がやるべきことは一体何なのでしょうか。それが見つかるようにしてください。そして、その道を歩んでいくために、聖霊充満を与えてください」と祈ってみてください。そして、毎週講壇からみことばが与えられます。そのみことばをまず自分のものとして整理するようにしていきましょう。そのみことばがその通りになるし、そのみことばがいやしであるし、そのみことばが皆さんの祈りになるわけです。整理してまず自分で黙想して、自分自身に適用して、それからぜひやってみてください。祈ってみてください。信徒でも未信者でも人との出会いが許されて会話するときに、今週のメッセージと黙想して自分に適用していたことをそこで伝達することをやってみてください。「未信者にそれがわかるね」と心配せずに、気にせずに、伝達という言葉をしっかり心に留めておいてやってみてください。神様がどのようになさるのかを見ていかないといけません。その前にまず自分のものにしていかないといけないでしょう。なぜかと言うと、みことばが疎通されることによって、新たな発見を許されます。それに目覚めることによって、頑張るからではなくて、グレードアップしていくようになりますので。そうすると、それに合わせて神の答えが許されるということを是非体験して、今年の聖書の箇所のように、サタンがすみやかに皆さんの足元で踏み砕かれるということを経験して、おあかしするようになることを祈りたいと思います。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。ダビデが良かれと思って、良い信仰者として神様に懇願していたことを通して、神様は預言者を通して、神のみむね、神のメッセージ、神のみことばの一番の核心ポイントを教えることによって、そのみことばが疎通することによって、新たな発見ができて、そして、祈りが変わるようになりました。どうかここにいる兄弟姉妹ひとりひとりが、神のみことばが自分の心に疎通できる存在であることを覚えて、その願いをもってメッセージに耳を傾けて、その疎通によって新たな発見ができて、感謝とともに祈りが変わるようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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